「連鎖交互とび」の特性に関する研究 : 技能とコミュニケーションの関係について by 山田 朋子
「連鎖交互とび」の特性に関する研究 
―技能とコミュニケーションの関係について― 
指導教員   橋爪 和夫 













































































を IC レコーダーとビデオカメラによって録音・撮影し、言語的コミュニケーションの内容を調査した。 
 
（２）対象と手続き 







































分 秒 番号 A：男子（Ｔ） A:女子（Ｍ） 備考


















































- 15 51 試技⑥
52
53 ３，４，５，６，７，８，９，１０、、、、、
























分 秒 回数 Ａ：男子（Ｔ） Ａ：女子（Ｍ） 備考















































































A-1 A-2 B     C         D
 図 1 より、ペア A の技能習得前の双方の授業における言語的コミュニケーションは、２分間において
どちらも活発に行われている様子がうかがわれる。しかし、その言語的コミュニケーションの内訳は、
連鎖交互とびとソフトバレーでは大きく違っている。連鎖交互とびでは主に A－１が、ソフトバレーで
は B が顕著であることが読み取れる。 
 また、連鎖交互とびの A－１の内容については、「３３：ちがう同じやったよー」、「３４：同じやった
けー（同じだった？）」という直前の実施の評価といった、具体的な言語的コミュニケーションが行われ
ている。これは技能の習得に直結した内容であると考えられる。その他、ペア B の技能習得前、ペア A、
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